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・ 15日に発表された英国の労働統計では、労働力調査ベースの失業率が昨年12月までの３ヶ月平均

で4.1％と前月から不変。12月単月では3.90％と同一サンプルの９月（3.97％）を下回り、2019

年５月（3.61％）以来の低水準を記録した。労働力調査ベースの12月の就業者は３ヶ月前対比で

３万８千人減少したが（自営業者の落ち込みが主因）、１月の税務統計（PAYE）ベースの就業者

は前月から10万８千人増加。また、求人件数は過去最高を更新。統計によって区々ながら、一時

休業補助金終了やコロナの感染再拡大後も労働需給の逼迫傾向が続いていることが確認される。 

・ 全産業の賞与を含む時間当たり賃金は、昨年12月までの３ヶ月平均で前年比＋4.3％と、前月の

同＋4.2％から僅かに上昇率が加速。賃金（前月：同＋3.8％→今月：同＋3.7％）が僅かに鈍化

した一方、賞与（同＋13.3％→同＋14.2％）がやや加速。賞与は月毎の変動が大きいが、過去１

年余り大幅な上昇が続いている。労働者不足が深刻な業種で、一時金や賞与を増やしている可能

性がある。賃金上昇率は昨年央を境にピークアウト傾向にあるが、これはコロナ禍で相対的に賃

金の低い労働者が市場から退出し、統計から除外されていた影響が剥落してきたことを反映して

いる。10日に発表された１月のＲＥＣ雇用レポートでも、労働需給の逼迫を背景に新規採用時の

給与引き上げ圧力が強まっていることが報告されている。 

・ 労働需給逼迫と賃金上昇圧力の継続を確認する今回の労働統計は、３月のＢＯＥの政策委員会で

の追加利上げを裏付ける内容。ただ、一部で浮上する50bpの追加利上げを示唆するほどの強さは

ない。16日に発表される１月の消費者物価が次の重要な判断材料となる。 

 

 

■英国：失業率 ■英国：週当たり賃金・賞与（全産業、前年比）

注：労働力調査基準は３ヶ月移動平均 出所：英国統計局 注：実線は３ヶ月移動平均値 出所：英国統計局
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■英国の失業給付・平均賃金

2021 2022
2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

失業率（失業給付、％） 6.6 6.6 6.4 6.0 5.7 5.6 5.4 5.2 5.0 4.8 4.6 4.6

失業給付件数（前月差、千人） 67 -19 -56 -151 -136 -49 -88 -86 -59 -95 -52 -32
失業率（労働力調査、％） 5.0 4.9 4.8 4.8 4.7 4.6 4.5 4.3 4.2 4.1 4.1 －

（単月の失業率、％） 4.80 4.85 4.85 4.81 4.52 4.37 4.46 3.97 4.15 4.13 3.90 －
就業者数（３ヶ月前差、千人） -149 32 61 25 95 183 236 247 149 59 -38 －
週当たり賃金（産業計、前年比、％） 4.4 4.3 5.8 7.4 8.8 8.3 7.2 5.9 4.9 4.2 4.3 －

賃金 4.4 4.6 5.7 6.6 7.3 6.8 6.0 5.0 4.3 3.8 3.7 －
ボーナス 5.0 0.7 9.6 25.7 42.3 43.9 35.4 26.6 20.2 13.3 14.2 －

注：労働力調査基準の失業率、週当たり賃金は当月で終わる３ヶ月移動平均　出所：英国統計局
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